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315.スチッピングによる敏捷役テストの妥当性
。大毛主義号事選 1，1耳鳴尚1孝三小沢治夫:1鈴本和弘七
1筑波大学研究生， 2筑波大学，
活筑波大学的綴駒場中・ i高等学校，
1謎際武道大学
{詩的}躍動を総こす能力やi饗重訟を持続する能力iニ比べ
ると，運動を瀦撃する能力め機溶や評価Jn去については，
内容が}および構成概念的妥当然を満足するテスト項目が
fかないのが現状である ~1J， スポ…ツトレ…ニングで敏
もtff:lパフォーマンスグ)1向上のために，ミニハ…ドルベコラダ
ー(綿織めを丹h、たスチッピングによるアジリティ o説
法性) ドザルが開発され、普及してきている.本研究では，
行動を鱗撃する能力の・ってゆyる敏捷f1:1こ務終し，ステッ
ピングによる敏捷性テストの儲頼性および妥当牲を検討
することを自的とした.
{方法}線本は争中~r': 1ω3 {f. ~tの 5母子 259 宰1. :tX子248
ゴれの計507名であった a 話題定項目は，内務的妥当伎を'満起
する立{立スチッぜング， )選投.ステッピング，ラグーによる
クイックラン，ラテラルラン，反?疫機とひ~， 10mシャトノレ
ランの計6J寮践であった.手続きは1)探索的分析による
敏捷性領域の検討.2)検絃的分析による敏接投領域的測
定モデルの機iH.3) 二次IsI子分析による敏綾技館i或の矯
~モデルの検討であった.チストの依頼性は符テスト法会
}討し、て検討した.テストの構成概念妥当性は共分散構造分
析をJlJいて，テストi質経(縦割Ij変数)と敏様性下位i筑波，(I持
{:E変数〉との関の関係であるiWJ定モデノレの検討，および!マ
位領域開の関係、である構造モヂルの機付金行なった‘ f~打r:
変数から鋭機変数へのタベス係数は[l;l子負荷設に~il 当する
ので，妥当性係数とした.パス係数等のパラメータの披定
;こは最尤法をF11いた，モデル適合指様;こはGFI(Goodness 
of fi t indox) t AGFI (Adjusted GFl) ，持FI(封。rmcdfi t 
indαx). CFI(Cornparativo fit index}などをHJし、た.
{結果}スチッピングによる敏捷件.テスト sJ長!':JIえし、ず
れも 0.83以上のあい鈴頼性であった.探索約件i子分析の
結果，金分散の62.4%を説明するafEi子が得られ，第 l
尚子会、ら員誌に，スチッぜング・アジリティーレベティショ
ン・アジヲティ，リズムス・子:;d:::*ング・アジリティである
と解釈された‘検統的関子分析の結巣，ステッピング・ア
ジヲティは，ft1立および箆点Zステッ t~ングにより，いペティ
シ'f:lン・アジリティi立&1変横とびと 10mシャトノレランに
より，リズムステッピング・アジリティは、ラダ…をJH¥.r、
たクイックランとラテラノレクイックランにより制定され
ることが穣総された.・二次的子分析の結来， ~~つの f:{立綴
j戒は敏雄悦領域の一次i話予であることが縫認された.二次
関子分析における脊テスト境践の妥当性係数i丸
0.52'0.91の{簡のいずれも中等!支から政弘、艇であった.モ
デル適合成iまj GFI=O.997， AGFI:z二0.988と桜めてr}':iい
f誌を;詳した‘以上の結5長から，本研究で片jl.-、たスデッ iプン
グによる椴縫性テストにつし、ての依頼性および妥当性が
繰認された‘
I(ey Word 1.敏接投 2.ステッピング a.共分散構造分析
